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７月３０日 組合員親睦交流会風景



７
月
30
日
、
組
合
員
親
睦
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
中

は
例
年
通
り
三
笠
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
31
名
が
汗
を
流
し

ま
し
た
。

前
日
よ
り
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
天
気
に
も
恵
ま

れ
普
段
な
か
な
か
交
流
の
な
い
関
係
機
関
の
方
々
と
、
組
合

員
と
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
致
し
ま
し
た
。

今
年
は
力
戦
奮
闘
の
末
、
男
性
の
部
で
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
平
田

監
事
、
女
性
の
部
で
は
山
臼
地
区
の
中
野
洋
子
さ
ん
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
皆
さ
ん
僅
差
で
物
凄
い
死
闘
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
た
中
、
笑
い
も
あ
り
楽
し
ん
で
頂
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
終
了
後
は
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
て
他
の
参
加
者
と
合
流
し
、
焼
肉
を
囲
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
３
０
名
の
方
が
交
流
会
に
参
加
さ
れ
、

焼
肉
は
も
ち
ろ
ん
ビ
ー
ル
に
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
順
位
発
表
後
、
ビ
ン
ゴ
大
会
が

行
わ
れ
、
一
番
に
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
方
に
は
、
ペ
ア
宿

泊
券
が
当
た
る
と
い
う
事
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

に
な
り
、
ペ
ア
宿
泊
券
が
当
た
っ
た
の
は
、
宗
谷
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
戸
叶
地
域
係
長
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
会
の
途
中
で
雨
に
あ
た
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
盛
大
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
来
年
、
多
く
の
方
が
ご
参
加
下
さ
る
こ
と
を

心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

女性の部優勝の中野洋子さん

男性の部優勝の平田監事 組合長代行の辻理事による開会挨拶

ビンゴ景品争奪戦

ホクレン稚内支所

石黒支所長による閉会挨拶

ＪＡ北海道中央会旭川支所

中島支所長の乾杯の挨拶



8
月
18
日
、
19
日
の
2
日
間
、
第
2
回
枝
幸
町
新
規
就
農
者
誘

致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
町
内
酪
農
家
、
道
内
大
学
生
や
新

規
就
農
希
望
者
、
関
係
機
関
を
含
む
お
よ
そ
１
５
０
名
が
歌
登

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
参
集
さ
れ
ま
し
た
。

枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡
協
議
会
新
規
就
農
者
誘
致
促
進
部
会

部
会
長
で
あ
る
向
井
地
組
合
長
は
、
多
忙
の
中
ご
講
演
頂
く
講

師
の
方
々
に
お
礼
を
述
べ
、
現
状
の
農
業
情
勢
に
ふ
れ
、
世
界
の

食
糧
事
情
と
食
糧
の
必
要
性
を
踏
ま
え
農
業
者
が
如
何
に
必
要

か
、
そ
し
て
農
業
者
の
食
糧
生
産
に
対
す
る
責
務
な
ど
の
話
が
あ

り
、
酪
農
に
関
わ
ら
ず
農
業
を
や
り
た
い
方
を
応
援
し
ま
す
の
で
、

誇
り
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
農
業
を
経
営
し
て
ほ
し
い
と
開
会
の

挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
回
の
基
調
講
演
者
で
あ
る
、
Ｊ
Ａ
浜
中
町
石
橋
組
合

長
に
よ
る
「新
規
就
農
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

石
橋
組
合
長
は
、
「過
去
農
業
者
に
対

す
る
支
援
や
助
成
ま
た
、
農
協
職
員
の

教
育
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

農
業
者
の
教
育
と
い
う
の
は
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
浜
中
町

で
は
、
実
践
農
業
教
育
と
し
て
農
業
経
営
の
教
育
を
行
う
べ
く
、

酪
農
技
術
セ
ン
タ
ー
や
研
修
牧
場
を
設
立
し
て
き
た
。
現
在
ま
で

に
研
修
牧
場
の
卒
業
生
は
18
戸
に
な
る
が
、
今
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

か
ら
新
規
就
農
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
、
後
継
者
教
育
講
座
な
ど

も
開
催
し
て
お
り
、
い
か
に
人
材
育
成
が
大
事
か
」を
訴
え
、
新
規

就
農
者
が
参
入
す
る
事
に
よ
っ
て
人
口
増
が
期
待
で
き
る
他
、
新

し
い
風
が
吹
く
こ
と
も
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
す
る
者
も
い
れ

ば
、
チ
ー
ズ
工
房
を
立
ち
上
げ
た
り
、
お
祭
り
の
仕
掛
け
人
に

な
っ
た
り
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
Ｊ
Ａ
浜
中
町
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

酪
農
学
園
大
学
の
吉
野
教
授
か
ら
は
、
「酪
農
の
動
向
と
新
規

就
農
の
促
進
」に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

酪
農
の
動
向
と
し
て
、
他
の
農
業
と
比
べ
て
平
均
値
で
い
え
ば
、

「労
働
時
間
の
増
加
、
借
入
金
の
増
加
、
収
益
性
の
低
下
」が
続
い

て
い
ま
す
が
、
所
得
の
格
差
が
大
き
い
産
業
で
も
あ
り
、
収
益
が

多
い
牧
場
は
多
い
、
少
な
い
牧
場
は
極
端
に
少
な
い
と
い
う
現
状

を
踏
ま
え
、
収
益
性
の
格
差
を
、
放
牧
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
繋
ぎ

飼
い
で
差
が
あ
る
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ど
の
飼
養
形
態
で
も
収

益
性
の
格
差
は
同
じ
よ
う
に
あ
る
事
が
分
か
っ
た
の
で
、
所
得
の

格
差
は
何
が
原
因
な
の
か
を
調
査
し
た
所
、
多
く
は
必
要
外
の
経

営
費
が
出
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
飼
養
形
態
に
関
係
が

な
く
酪
農
で
は
そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
事
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
の
傾
向
で
は
、
新
規
参
入
者
よ
り
も
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大
学
内
の
調
査
で
も
酪
農
家
の
後

継
者
で
大
学
卒
業
後
は

一
時
就
職
し
て
そ
の
後
就
農
す
る
と
い
う

予
定
者
が
多
く
、
就
職
先
は
農
協
を
希
望
す
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
、
理
由
と
し
て
は
、
農
業
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
得
た
い
た

め
、
そ
し
て
、
新
規
就
農
促
進
の
課
題
と
し
て
、
「農
家
子
弟
の
Ｕ

タ
ー
ン
の
追
及
」
・「低
コ
ス
ト
の
営
農
モ
デ
ル
の
普
及
」
・「教
育
機

関
と
農
協
・行
政
の
連
携
」を
あ
げ
講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
の
小
林
助
教
か
ら
は
、
「つ
な
が
り
が
そ
だ
て
る
新

規
参
入
者
」と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

小
林
助
教
と
帯
広
畜
産
大
学
の
瀬
尾
講
師
は
昨
年
の
本
セ
ミ

ナ
ー
で
も
ご
講
演
頂
い
て
お
り
ま
す
。

新
規
就
農
の
近
況
と
し
て
は
、
野
菜
と
酪
農
が
圧
倒
的
に
多
く
、

全
国
的
に
も
誘
致
合
戦
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
女
性
の
新

規
就
農
希
望
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
受
け
入
れ
の
目
的
は
、
労
働
力
の
確
保
、
担
い
手

の
確
保
、
地
域
住
民
の
確
保
、
鏡
機
能
（新
規
就
農
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
事
）、
集

落
の
維
持
、
新
た
な
集
落
機
能
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
特
に
地
方
で

は
、
人
口
の
減
少
が
著
し
く
進
む
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
く

中
、
地
域
の
人
口
を
守
っ
て
い
く
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
酪
農
や

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
職
業
が
あ
っ
て
も
い
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
酪
農
の
新
規
就
農
者
が
集
ま
る
地
域
と
し
て
は
「研
修
牧

場
・資
金
的
支
援
策
が
充
実
し
た
地
域
」
「新
規
就
農
が
沢
山
い
る

地
域
」が
あ
げ
ら
れ
、
新
規
就
農
の
成
功
例
の
蓄
積
と
、
地
域
と

し
て
の
受
け
入
れ
姿
勢
を
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、

と
同
時
に
地
域
の
合
意
形
成
も
同
様
に
大
切
で
あ
り
、
新
規
就
農

者
に
対
し
て
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
を
講

演
頂
き
ま
し
た
。

8月18日

・基調講演 ： 「新規就農による地域活性化について」 ＪＡ浜中町 石橋 榮紀 組合長

・講演 ： 「酪農の動向と新規就農の促進」 酪農学園大学 循環農学類 吉野 宣彦 教授

・講演 ： 「つながりを育てる新規参入者」 北海道大学大学院農学研究院 小林 国之 助教

・講演 ： 「国が北海道酪農に期待するもの」 農林水産省 顧問 原田 英男 氏

・パネルディスカッション

8月19日

・講演 ： 「新規就農希望者は大規模酪農でなく放牧小頭数を希求」 帯広畜産大学 瀬尾 哲也 講師

・枝幸町の新規就農者への支援体制 枝幸町役場 農林課 高橋 宗介 主査

・ＪＡ宗谷南の研修制度 ＪＡ宗谷南 営農部 営農課 加藤 徹 課長

・新規就農者報告

報告者 「筒井 奈美 氏」 「廣川 拓也 氏」

・パネルディスカッション

・牧場視察（筒井牧場・廣川牧場）

・終了

JA浜中町 石橋組合長

酪農学園大学 吉野教授

北海道大学 小林助教



続
い
て
、
農
林
水
産
省
顧
問
の
原
田
英
男
氏
か
ら
は
、
「
国

が
北
海
道
酪
農
に
期
待
す
る
も
の
」
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。

講
演
の
中
で
は
、
都
府
県
の
酪
農
の
衰
退
と
、
バ
タ
ー
不
足

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
北
海
道
酪
農
に
対
し
て
は
、
生
産
量

の
増
産
と
都
府
県
に
な
い
酪
農
、
特
に
低
コ
ス
ト
酪
農
の
確
立

を
あ
げ
、
自
給
飼
料
に
力
を
入
れ
て
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
酪

農
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
、
新
規
就
農
希
望
者
や
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
、
若
い
世
代
に
対
し
て
は
、
色
々
な
地

域
を
見
て
決
め
る
の
も
い
い
が
、
何
よ
り
決
断
し
て
飛
び
込

ん
で
み
た
ほ
う
が
良
い
と
激
励
し
講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
講
師
の
方
々
と
向
井
地
組
合
長
・新
規
就
農
者
誘

致
促
進
部
会
の
石
田
幸
也
さ
ん
を
交
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
若
手
酪
農
家
と
の
交

流
や
情
報
交
換
を
行
い
、
1

日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
帯
広
畜
産
大
学
、
瀬
尾
講
師
に
よ
る
「新
規
就
農

希
望
者
は
大
規
模
酪
農
で
な
く
放
牧
小
頭
数
を
希
求
」と
題

し
て
、
知
人
や
農
業
人
フ
ェ
ア
で
の
呼
び
か
け
な
ど
で
新
規
就

農
を
考
え
て
い
る
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
描
く
酪
農
像
で
は
、
低
投
入
で
生

活
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、

希
望
す
る
飼
養
環
境
は
放
牧
、
飼
養
頭
数
は
50

頭
く
ら
い
で

１
頭
当
た
り
６
５
０
０
㎏
の
生
産
量
が
理
想
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
就
農
す
る
地
域
に
求
め
る
も
の
は
、
一
番
多
い
回
答

が
、
「豊
か
な
自
然
環
境
」
で
あ
り
次
に
多
い
の
は
「生
活
の
利

便
性
」
で
、
学
校
な
ど
が
近
く
に
あ
る
事
を
望
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
色
々
な
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
新
規
就

農
の
ペ
ー
ジ
を
紹
介
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
も
受
け
講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
枝
幸
町
役
場
と
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
説
明
終
了
後
、
新
規
就
農
者

の
報
告
と
し
て
、
歌
登
地
区
の
筒
井
奈
美
さ
ん
と
廣
川
拓
也

さ
ん
に
就
農
後
の
生
活
ぶ
り
や
、
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

ま
た
失
敗
談
や
成
功
例
を
交
え
就
農
希
望
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
野
教
授
、
瀬
尾
講
師
、
筒
井
さ
ん
、
廣
川
さ
ん
、

枝
幸
町
役
場
高
橋
主
査
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
若
山
部
長
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
昼
食
後
、
筒
井
牧
場
と
廣

川
牧
場
の
視
察
へ
向
か
い
、
実
際
に
牛
舎
の
中
で
、
よ
り

一
層

深
い
話
や
、
様
々
な
質
問
に
対
し
て
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
新
規
就
農
さ
れ
る
方
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
に
思

い
、
第
２
回
枝
幸
町
新
規
就
農
者
誘
致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
終

了
し
ま
し
た
。

廣川牧場

筒井牧場

牧場視察

農林水産省 原田顧問

パネルディスカッションの風景

バーベキューの様子若手酪農家との交流会の様子

帯広畜産大学 瀬尾講師

枝幸町役場 高橋主査

筒井奈美さんの報告

廣川拓也さんの報告

2日目のパネルディスカッションの様子

ＪＡ宗谷南 加藤課長



８
月
３
日
、
第
９
回
枝
幸
町
乳

牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
酪
農
学
園
大
学
の
長

濱
愛
さ
ん
を
招
き
審
査
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
々
出
品
頭
数
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
中
、
今
年
は
26

頭
が

出
品
さ
れ
、
日
頃
の
改
良
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
経
産
の

部
で
は
澤
田
和
人
さ
ん
出
品
の

「
Ｊ
Ｃ
ル
デ
シ
ー
ド
シ
ャ
ー
レ

テ
ィ
」
号
、
未
経
産
の
部
で
は
小

椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｆ
ホ

ン
マ
エ
ミ
ー
ル
チ
ッ
プ
マ
ー
ト
ン
」

号
が
最
高
位
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

各
部
の
結
果
は
以
下
の
通
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

出
品
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
全
国
共
進
会
を
目
指
し

て
更
に
乳
牛
達
に
磨
き
を
か
け
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

宗谷南農協青年部 宗青協スポーツ交流会 in 枝幸

今
年
の
宗
青
協
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
会
場
は
枝
幸
町
・総
合
体
育
館
。
管
内
よ

り
総
勢
40
名
近
く
の
盟
友
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
始
め
ま
し
た
、

青
年
部
・４
Ｈ
ク
ラ
ブ
合
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
に
も

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

種
目
は
例
年
通
り
単
組
対
抗
フ
ッ
ト
サ
ル
と
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
地
区
予
選
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
稚
内
・北
宗
谷
・ひ
が
し
宗
谷
・中
頓
別
・宗
谷
南

の
５
チ
ー
ム
で
フ
ッ
ト
サ
ル
は
中
頓
別
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
地

区
予
選
も
中
頓
別
代
表
者
が
突
破
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
後
は
焼
肉
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
で
、
久
し
ぶ
り
の
農
家
仲
間

同
士
、
会
話
も
弾
み
、
食
も
進
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
当
青
年
部
に
と
っ
て
、
大
掛
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
盟
友
や
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

開催挨拶を行う関口宗青協会長

白熱した試合となりました。

アームレスリングは真壁哲也さんが参戦しました。

お昼の会場は北幸公園焼肉ハウスです。 優勝は中頓別農協青年部です。

名　　　　　号 出　品　者

　1部 　ﾆｼｷ　ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ　ﾁﾔｰﾁｴﾙ　ｷﾔﾛﾗｲﾝ 赤坂　一弘

　2部 　ｵﾑﾗ　ﾎﾞﾙﾄﾞｱ　 小椋　義則

　3部 　ﾏﾀﾄﾞｰｱ　ｸﾘｽ　ｱﾙﾃｲﾁﾕｰﾄﾞ　ｽﾃﾗ 赤坂　一弘

　4部 　TMF　ﾎﾝﾏ　ｴﾐｰﾙﾁｯﾌﾟ　ﾏｰﾄﾝ 小椋　義則

　5部 　ﾊｰﾊﾞｰﾋﾞﾕｰ　ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾙﾂｸ　ｼﾏｰ 寺前　吉幸

　6部 　ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ　ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ｴﾂｾ 内田　喜久男

　7部 　ｳｲﾝﾀｰﾌﾟﾚｰｽ　AW ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ　ﾐｯｼｰ 小椋　義則

　8部 　JC　ﾙﾃﾞｼｰﾄﾞ　ｼﾔｰﾚﾃｲ 澤田　和人

　9部 　ｵﾑﾗ　ﾄﾞﾇｰﾌﾞ　ｱｲｵｰﾝ 小椋　義則

10部 　JC　ﾊｲ　ﾎﾞﾙﾄﾝ　ﾊﾞﾝﾋﾞ 澤田　和人

経産の部

最高位賞 　JC　ﾙﾃﾞｼｰﾄﾞ　ｼﾔｰﾚﾃｲ 澤田　和人

準最高位賞 　JC　ﾊｲ　ﾎﾞﾙﾄﾝ　ﾊﾞﾝﾋﾞ 澤田　和人

未経産の部

最高位賞 　TMF　ﾎﾝﾏ　ｴﾐｰﾙﾁｯﾌﾟ　ﾏｰﾄﾝ 小椋　義則

準最高位賞 　ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ　ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ｴﾂｾ 内田　喜久男

第9回枝幸町乳牛共進会結果（各部1位）





7
月
19
日
、
宗
谷
地
区
Ｊ
Ａ
役
職
員
連

盟
野
球
大
会
が
歌
登
球
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
稚
内
、
Ｊ
Ａ
北
宗
谷
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の

3
チ
ー
ム
が
猛
暑
の
中
、
力
戦
奮
闘
し
ま

し
た
。

1
試
合
目
は
Ｊ
Ａ
稚
内
と
Ｊ
Ａ
北
宗
谷
が

対
戦
し
3
ー
2
で
Ｊ
Ａ
稚
内
が
勝
利
し
ま

し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
Ｊ
Ａ
稚
内
と
Ｊ
Ａ
宗

谷
南
の
対
戦
で
、
今
回
は
枝
幸
町
で
の
大

会
と
い
う
事
も
あ
り
、
手
伝
い
も
含
め
多

く
の
方
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
事

や
、
暑
さ
と
疲
労
が
重
な
り
Ｊ
Ａ
稚
内
に

は
、
初
戦
の
動
き
が
見
れ
ず
、
先
発
の
エ
ー

ス
藤
原
投
手
の
力
投
も
あ
り
、
1
ー
12
で

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
が
快
勝
し
、
見
事
に
全
道
Ｊ
Ａ

職
員
野
球
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
は
、
9
月
に
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
に
更
に
練
習
を
積
み
、
初
戦

突
破
を
狙
い
ま
す
。

８
月
14

日
、
枝
幸
町
商
工
会
納
涼
仮
装
盆
踊
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
若
手
職
員
が
中
心
と
な
り

「ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
装
し

仮
装
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
で
4

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、
初
め

て
2

位
の
快
挙
を
頂
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
来
年
は
優
勝
を
狙
い
今
か
ら
思
案
中
で
す
。

仮
装
盆
踊
り
を
通
じ
団
結
力
を
高
め
、
仕
事
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
応
援
の
程

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

来
年
は
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
装
す
る
か
楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

左から、松永課長・飯田達也・成田圭吾 左から、野澤隼希、伊藤太良、今家課長、浦谷正憲

最 優 秀 賞 松本祐斗（ＪＡ宗谷南）

優 秀 賞 藤原魁晟（ＪＡ宗谷南）

優 秀 賞 鈴木研也（Ｊ Ａ 稚内）

ベストプレー賞 滝口直也（ＪＡ宗谷南）



牛乳無料配布に勤しむみるきぃちゃん

盆踊りにも参加しました

次はよくばりフェスタで(^_^)/~

編
集
委
員

村
田

太

伊
藤

太
良

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

歌
登
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

７
月
10

日
～
12

日
で
育
成
牧
場
の
牧
草
収
穫
（バ
ン

カ
ー
サ
イ
ロ
）が
行
わ
れ
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。３

日
間
と
も
快
晴
と
な
り
ま
し
た
が
、
10

日
、
11

日
は

風
が
強
く
作
業
が
難
航
し
ま
し
た
。
牧
草
自
体
は
程
よ

く
予
乾
さ
れ
、
牧
草
の
質
と
し
て
は
良
い
物
が
出
来
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
３
日
間
で
バ
ン
カ
ー
３
本
、

ダ
ン
プ
で
お
よ
そ
３
０
０
台
近
く
の
牧
草
を
詰
め
無
事
に

収
穫
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
歌
登
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
に
参
加
し
、
牛
乳
・乳
製
品
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
も
協
力
を
し
て
頂
き
、

牛
乳
の
無
料
配
布
や
酪
農
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
ま
し
た
。
次
回
の
牛
乳
無
料
配
布
は
10
月
の

よ
く
ば
り
フ
ェ
ス
タ
で
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
る
き
ぃ
ち
ゃ
ん
も
待
っ
て
ま
ー
す
。


